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 『日本語歴史コーパス 明治・大正編Ⅵ落語 SP 盤』（短単位データ 1.0）は、2022 年 3 月に公開さ

れた『日本語歴史コーパス 明治・大正編Ⅵ落語 SP 盤』（短単位データ 0.9）のテキストデータに対

し、落語家の音声データを対応付けアップデートしたものである。本文書では音声データアラインメ

ントの工程と、中納言検索結果を通しての音声データ試聴の方法を解説する。   

 なお、以下『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅵ落語 SP 盤』は CHJ「明治・大正編Ⅵ落語 SP 盤」

と略し表記する。 

 

１．音声アラインメントの工程 

１．１ 音声データにおけるノイズ除去 

 CHJ「明治・大正編Ⅵ落語 SP 盤」の音源は岡田コレクション「学術研究用デジタル音源集」（日外

アソシエーツ株式会社）を用いている。ただし、音源の音声データには口演者の声以外の音が混入して

おり、そのままでは聞きづらいものとなっていることから、口演者の声の音質を維持しながらその他

の雑音成分を減らすため、Wiener フィルタによる雑音抑圧と調波成分の再生成を組み合わせた手法 

(Plapous et al. 2006) による雑音抑圧処理を行った。なお、この雑音抑圧処理手法の提案者の一人によ

り MATLAB 言語による実装コードが無償で公開されている。 

  

１．２ Praatを使用した音声アラインメント 

 前節のように用意した音声データと CHJ「明治・大正編Ⅵ落語 SP 盤」の書き起こしテキストとの対

応づけにあたっては音声分析用フリーソフトウェア Praat（Version6.2.12 2022 年 4 月 17 日リリース

版)を使用した。 

 Praat 使用下では、音声データに対し既存のテキストを転記単位で割り付けることで TextGrid 

（Praat アノテーション形式）を作成した（図 1、図 2 参照）。作成にあたって、国立国語研究所が構築

した日本語日常会話コーパス（CEJC）における転記テキストについて規定している臼田泰如ほか（2018）

の基準を参考とし、落語家の発声の切れ目について次のような場合を転記単位の境界とした。 

 

  【転記単位の境界】 

 1.知覚可能な休止がある場合 

 2.異なる音種（言語音・単独の笑い・泣き・歌・その他）が続く場合 

 3.発話単位の切れ目がある場合 

 



 

図 1 Praatで TextGridを作成 

 

 

図 2 テキストエディタに TextGridを展開 

 

１．３ テキストデータの文字位置と音声データの時刻情報の関連付け 

 次に、テキストデータの文字位置と音声データの時刻情報とを関連付けを行った。音声データの時

刻情報と関連付けるためのテキストの文字位置については、データベースから出力した短単位データ

を使用した。短単位データには短単位境界とその開始･終了文字位置の情報が付与されており（表 1）、

前節の Praat での作業で作成した TextGrid と短単位データを照合させることで転記単位での開始･終

了の時刻と文字位置の対応表を作成した。 

 さらに、この対応表に基づいて、形態論情報テーブルに、当該短単位が属する転記単位の開始時刻・

終了時刻を付加した（表 3）。 



表 1 データベースから出力した短単位データ（一部） 

 

表 2 開始・終了の時刻と転記単位の文字位置の対応表（一部） 

 

 

表 3 形態論情報と転記単位の開始・終了時刻の対応表（一部） 

 

 

 



２．中納言検索画面からの音声視聴 

 前節までのように CHJ のテキストと対応付けられた音声情報は、中納言の検索結果画面において直

接試聴することができる。 図 3 には中納言での検索画面の一例をあげている。このうち、左端のサン

プル ID の欄には用例のサンプル ID とともに音声再生用ボタン   が表示されている。これをクリッ

クすると、図 4 のように「（サンプル ID の表示）再生中」のポップアップが表示され、検索したキー

が属する転記単位を含んだ前後 10 秒ほどの音声が再生される。 

 

 

図 3 中納言検索結果画面から音声を試聴する（イメージ図） 

 

 

図 4 音声再生中のポップアップ（イメージ図） 

 

付記 

 本コーパスは、国立国語研究所共同研究プロジェクト「開かれた共同構築環境による通時コー パス

の拡張」の研究成果によるものである。 

 

関連資料 

SP 盤貴重音源 岡田コレクション「学術研究用デジタル音源集」日外アソシエーツ株式会社 

 

関連 URL 

コーパス検索アプリケーション「中納言」 https://chunagon.ninjal.ac.jp/ 

国立国語研究所『日本語歴史コーパス明治・大正編Ⅵ落語 SP 盤』 

 https://clrd.ninjal.ac.jp/chj/meiji_taisho.html#rakugo  

Praat 公式サイト https://www.fon.hum.uva.nl/praat/ 

Wiener filter for Noise Reduction and speech enhancement - MATLAB Central 



 https://www.mathworks.com/matlabcentral/fileexchange/24462  
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